
2月13日木曜日、イラク・クルド自治政府エルビルの実業家が日本ク

ルド友好協会を訪問、サルサール氏はイラク・クルド自治政府在住ク

ルド人実業家で、2月１１日に到着し、日本クルド友好協会の事務所

を訪れた。以前、クルド日本友好協会の顧問弁護士であった、ムハマ

ッド・ピラニ氏の友人であり、木下理事長がエルビルを訪問した際に

紹介されていた。当日、代表の木下理事長は、生憎、病院での検査の

ために留守のため、秘書のオマール氏が対応した。 

訪日目的は、同氏は、繊維の貿易を行っており、日本の織物に関心が

あり、日本との直接取引を希望していた。日本の繊維大手の日清紡

も、クルド人女性の民族衣装に使う帯を輸出しており、今回、直接、

日清紡の担当者と面会し新たなブランドの立ち上げと直接取引を行う

ため協議した。今後日本企業との取引が活発になることを祈るばかり

である。現在、活発な取引をしているのは、韓国や中国である。 

残念ながら、ムハマッド氏は、昨年、突然倒れ帰らぬ人となった。そ

のため、今回、訪日できなかった。彼は、以前クルド日本友好協会の

メンバーとして来日経験もあり、大の親日家でもあった。日本の歴史

書を読み侍文化と明治維新についてもよく勉強していたという。 

彼と木下理事長は、協会設立前からの付き合いであり、弟のようにか

わいがっていたため、彼の突然の入院と死を聞いたときは、呆然自失

となったと言っていた。理事長は、彼の死に対しご家族に哀悼の意を

家族に伝えてほしと電話でサルサール氏に伝えた。 



サルサ－ル氏の報告によると、日本入国プロセスについては、かなり

手間暇を要したとのことである。現在、クルド自治政府領内には日本

領事館が開設されている。日本領事館は、日本ビザを取得するため

に、二つの民間機関を紹介したという。何度も書類の提出をさせられ

て、スムースにビザの取得が得られなかったという。 

現在、日本領事館は、民間旅行会社に書類手続きを依頼しているもの

と思われる。ビザにかかる費用は、日本円で７０００円程度であった

という。原則、ビザ取得まで、２週間を要する。これまで、幣協会

は、政治家や政党関係者、商工会議所メンバー、クルド日本友好協会

のメンバーを招聘してきた。必要書類も熟知しており、日本領事館設

立前までは、ヨルダンでの査証取得が必要であったことを考えると簡



略化されたといえる。また、ビザ取得のために幣協会を悪用するよう

な事案もあり、現在では、政府機関のものや、商工会議所、広島長崎

平和会議に出席するもの以外は招聘していない。民間企業に委託する

のも書類提出をスムースにするのは良いが、委託業者の経験値など再

度調査する必要もある。業者の寡占化は、現地での不信にもつなが

る。今後は、領事館が中心となり、双方の商工会議所などの交流を深

め、日本とイラククルド自治政府との経済交流を深めてもらいたい。 

  

  

  

  

  


